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A. 研究目的

2013 年に小児がん拠点病院が指定、2019

年に小児がん連携病院が選定された。北

海道内における小児がん医療の現況を、

拠点病院 QI、連携病院 QIを通して課題を

明らかにし、その方策を考える。

B. 研究方法

小児がん診療と QOL 関連に関わる評価と

して、拠点病院 QI（構造指標 13, 過程指

研究要旨

北海道の小児がん診療体制として拠点病院：1 施設、連携病院カテゴリー１－

A：3 施設、カテゴリー１－B：1 施設、カテゴリー２：1 施設、カテゴリー

３：10 施設がある。標準的な疾患は各小児がん診療施設で適切に診療が行わ

れており一定の均てん化が達成されている。小児がん連携病院と協力し、地

域での小児がん診療およびフォローアップを行い、一方で、難治例や治験な

どは、拠点病院である北海道大学病院で特化した治療が行われ、集約化が行

われている。具体的には、CAR-T 療法、新規薬剤の治験、肝移植、および陽

子線治療が必要となった小児がん患者の受け入れ、がんゲノムプロファイリ

ング検査など、道内の複数の小児がん診療施設から患者の当院への集約化が

行われている。

各施設とも患者・家族支援のための院内教育充実化をはかり、また、復学支

援会議は常設化、緩和ケアの拡充、長期フォローアップ、移行期医療、妊孕

性温存などの重点項目に積極的に取り組んでいる。一方で必ずしも人員が充

足しているわけではない。さらに在宅医や学校関係者など地域との連携をよ

り緊密になるように努めている。

本研究において全小児がん拠点病院と共同で設定した quality indicator(QI)の

各指標を用いて、自律的に PDCA サイクルが回るようになった。小児がん連

携病院の QI 指標も北海道内の各連携病院により行われており、北海道の事情

に応じたより良い拠点病院のあり方、連携のあり方につき研究および実践を

進める予定である。
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標 18,結果指標 4）、連携病院 QI(構造指標

12, 過程指標 11, 結果指標 2)に基づき、

各診療施設での情報を収集し、比較検討

を行う。

C. 研究結果

北海道においては 3 医育大学を中心とし

た患者の集約化が行われている。標準的

治療に関しては、それぞれの小児がん診

療施設で行われている。北海道大学病院

を含む 3 医育大学病院（北海道大学、札

幌医科大学、旭川医科大学）、北海道がん

センター、札幌北楡病院、北海道立子ども

総合医療・療育センター（コドモックル）

が、北海道における小児がん診療施設で

ある。この 6 施設は全て JCCG（日本小児

がん研究グループ）のメンバーであり、集

学的治療をふくむ標準的な診療を提供し

ている。小児がん連携病院が指定され、現

在、カテゴリー１-A 札幌医科大学、旭川

医科大学、札幌北楡病院、カテゴリー1-B

北海道立子ども総合医療療育センター

（コドモックル）、カテゴリー2、北海道が

んセンターである。拠点病院およびカテ

ゴリー①や②の施設と協力して地域での

患者リクルートや長期フォローアップを

行うカテゴリー③の施設として、市立稚

内病院、広域紋別病院、網走厚生病院、市

立釧路総合病院、市立函館病院、北見赤十

字病院、帯広厚生病院、帯広協会病院、日

鋼記念病院、函館中央病院の 10施設が指

定され、均てん化と集約化の北海道内に

おける体制となっている。

均てん化と集約化の評価において小児が

ん拠点病院、小児がん連携病院の構造指

標を検討した。

構造指標における治療関連としては北海

道内での小児血液がん・専門医、指導医、

小児がん認定外科医数、造血細胞移植認

定医数が充分であるとはいえない。一方

で拠点病院としては放射線治療医数、病

理専門医数、CRC数など全国平均よりも高

い分野も見られる。QO 等関連としては緩

和医療関係スタッフ、こども療養支援士、

社会福祉士など充足率は高くなく、継続

課題と考えられる。 

 過程指標における治療関連として治療

開始時間や病理報告などに時間がかかっ

ており、北海道の地理的広大さが影響し

ている可能性はある。がんゲノムプロフ

ァイリング検査は積極的に行われている。

QOL等関連としては、ALL 平均在院日数な

どは地方であるため長い傾向にある。Web

の導入など復学支援会議はこれまで以上

に行いやすくなっており、上昇傾向にあ

る。北海道子どもホスピスプロジェクト

に協力し、北海道の小児がん患者の闘病

生活やホスピスのニーズについて情報提

供するとともに、今後の連携を深めてい

くことを確認した。また緩和ケアチーム

で小児科医が研修・活動を行っている。

 結果指標は絶対数が少なく、比較が困

難であるが例年と大きく変化なかった。

D. 考察

北海道において、3医育大学を中心とし

た集約化と均てん化については比較的良

好な連携ができている。拠点病院でない

とできないような治験、先進医療には患

者の集約化を行うことができている。し

かし、各施設とも人員数に余裕のある状

態ではなく、治療、QOLサポートをさらな
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る高みを目指すための方策が必要である。

広大な北海道全域から旭川地区を含む道

央圏に患者が搬送されてくるため、地域

の病院との連携、患者負担の軽減、患児の

転校・復学支援および高校生の教育、緩和

ケア、長期フォローアップ、移行期医療、

妊孕性温存などの患者・家族支援に課題

は依然として十分ではない。北海道地域

の特殊性を鑑みたシステムの整備と連携

に努めたい。

北海道大学病院は拠点病院として QI評価

により、自律的に PDCAサイクルは回せて

いる。今後のより良い小児がん拠点病院

と連携病院のあり方について検討を進め

ていくことになる。

E. 結論

これまでの努力において北海道におい

ては 3医育大学を中心とし集約化と均て

ん化のバランスを取っているが、各地域

において多くの希少な疾患の長期管理は

必要となる。拠点病院、連携病院と整備

されるなかで、在宅医や学校関係者など

地域との連携を模索していきたい。

F. 健康危険情報

（分担研究報告書には記入せずに、総

括研究報告書にまとめて記入）
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